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共有できて使い易い教材「クイズで学ぼう！下水道管のお仕事」 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

今まで無かった「下水道管・マンホール等の仕組みや役割、維持管理の仕事、そこで働く

人」に焦点を当てた、楽しく学べる下水道教材 

小学３～４年生が理解できる内容に分かりやすく楽しくまとめました。 

【構成】 

・プロジェクターで映せ、かつ共有しやすい電子データ。 

・オリジナルキャラクターを使って視覚的に楽しい構成。 

・クイズを解きながら、飽きずに学べる内容。 

【主な内容】 

・普段目に触れない「下水が通る道」を、イラストで再現。 

・もし下水道管が無くなってしまったら？など、想像力を 

かき立てるクイズ（８問）と写真・絵で分かりやすい解説。 

・なぜ下水道管の維持管理が大切なのか、その理由を、働く人の姿とともに紹介。 

 

今後は本協会のＨＰだけでなく、さまざまな機関・団体にリンクをお願いするなど、

データの共有を働きかけていきます。 

エントリー事例の特徴（下水道インフラの価値を高める上で優れていると思われる点など） 

従来の下水道ＰＲには以下の課題があった 

・出前授業や見学会では下水処理の話が中心となる（下水道管に割く時間は極めて少ない） 

・このため、家庭の排水口から処理場までの間がつながりにくい 

・学校教育等で使える教材が乏しい（特に管路施設の分かりやすい教材は極めて少ない） 

以上のことから、下水道管の教材を作成。処理場見学等の場で活用していただく。 

【選択式クイズの一例】「もし下水道管が無くなったら？」「マンホールは何のためにある？」 

 「日本一大きな下水道管は？」など（いずれも３～４つの答えから選択するクイズです） 


